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「大地讃頌」 

校長 清水 裕径 

１０月２０日（月）に、令和７年度音楽祭が開催されました。今年は「二中交響曲 ～心で繋がるシンフォニー～」

というスローガンのもと、各学級で「心で繋がる音楽を奏でる」ためにはどうしたらよいか、実行委員や指揮者、パー

トリーダーを中心に生徒主体で取組が進められていました。本番当日には杉並公会堂という素晴らしいホールに、その

練習の成果が響き渡っていました。どの演奏も心に残る演奏であったので、伝えたいことはたくさんあるのですが、今

回は３年生の課題曲「大地讃頌」について触れたいと思います。 

「大地讃頌」という曲ですが、私が中学生時代にも、音楽行事（私の学校では「合唱コンクール」と呼ばれていまし

た）で、３年生の課題曲として歌った記憶があります。また、私が教員となってからも、どこの勤務校でも「３年生が

歌う曲」として定番となっており、長い間歌い継がれた合唱曲なのです。保護者の皆様の中にも「中学生のときに歌っ

た」という方も多くいらっしゃることと思います。 

「大地讃頌」は、カンタータ「土の歌」という、7 つの曲で構成された大きな作品の、最後の曲です。カンタータと

は、物語やテーマに沿って作られた、オーケストラと合唱のための組曲のことなので、もとはオーケストラの演奏と一

緒に歌う曲として作られたものです。そう聞くとあの壮大さも納得します。カンタータ「土の歌」は「戦争の悲しみや、

原子爆弾による破壊の恐ろしさ、そしてそこからの再生と平和への強い祈り」をテーマとして構成された組曲なので、

中には人々が傷つき、絶望する様子を表現した激しい曲もあったりします。その最後の曲となる「大地讃頌」には「ど

んなに辛いことがあっても、私たちを生かしてくれる母なる大地がある。そのことに感謝し、未来の平和と幸せを祈ろ

う」というメッセージが込められています。 

「温かさ」もあり「力強さ」もあるこの曲に、３年生は取り組んできました。各パートで異なるメロディが重なり合

うことによって一体感のある美しい響きとなっているため、それぞれのパートで正確に音取りをする必要があるのと同

時に、他のパートの音をよく聞いて、しっかりと合わせる必要もあります。強弱をつけて曲想を表現するのも、この曲

の難しいところです。 

この曲に込められたメッセージをどうやって表現するのか、練習では各クラスで苦労する様子も見られましたが、本

番当日の各クラスの発表は、どのクラスも素晴らしいものでした。コンクール形式なので金賞・銀賞のクラスがありま

したが、どのクラスも差がないくらい思いがこもった合唱になっていました。各クラスで練習した成果が、十分に発揮

されていたと思います。そして、圧巻だったのが学年合唱。全員がステージに立ち、最高学年として「みんなで１つの

ハーモニーを奏でよう」という思いが感じられる合唱で、聞く人に感動を与える迫力のあるものでした。 

また、今年度は６組が、トーンチャイムの演奏で「大地讃頌」に挑戦してくれました。トーンチャイムは、違う人が

音を鳴らしたり、音を鳴らすタイミングがずれたりすると、音が心地よく響かないのですが、一人一人が集中して「大

地讃頌」の難しいメロディを合わせ、心温まる演奏をしてくれました。日頃の練習の成果が発揮された素晴らしい演奏

でした。 

これまでも多くの人が思いをこめて演奏してきた「大地讃頌」。１・２年生の皆さんにもその思

いは伝わったことと思います。これを次にどう繋げていくのか、今から楽しみにしています。 

保護者の皆様には、練習期間中に各ご家庭で応援、見守りをしていただき、ありがとうござい

ました。また、音楽祭当日には、ご多用の中、多くの方々にご来場いただき、重ねて感謝申し上

げます。お気づきのことなどがございましたらお知らせいただけると幸いです。 

 

 

都立高校入試に関しては毎年変更点が多くあります。今年度は10月１６日（木）に進路説明会を実施いたし

ました。当日の資料(冊子資料・説明用PowerPoint資料)につきましては学校ホームページに掲載いたします。

１・２年生の生徒・保護者の皆さんも閲覧できるようにいたしますのでご活用ください。 

小金井第二中学校 
令和７年１０月２９日発行   

小金井市立小金井第二中学校 

校 長 清水 裕径 

HPアドレス https://dai2-js.koganei.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６号 

進路説明会を実施しました 



 

 

2025＜青少年のための科学の祭典＞ 大会会長賞  2年男子 「崖線と丘陵」 

＜東京都中学校学年別水泳大会＞400ｍ自由形 第６位 ２年女子 4分４９秒７４ 

＜第23回西東京市総合体育大会＞ 剣道  中学生男子の部 準優勝 2年  

＜小金井市民スポーツ祭＞  

バレーボール  中学生1年生の部 優勝 

 剣道 男子団体戦   準優勝 ３位  

個人戦１年男子 準優勝 ３位 

１年女子 優勝 準優勝 ３位  

２年男子 優勝 準優勝 ３位 ２名 

２年女子 優勝  

       ３年女子 ３位  ３年男子 ３位  

＜第10ブロック秋季剣道大会＞ 女子個人１年生の部 優勝 

 女子団体３位（５名）男女団体都大会出場決定 

 

【１０月末から１１月中旬の主な行事予定】 

29日 水 三者面談（３年）  ６組職場実習・校内実習  

30日 木 三者面談（３年)  ６組職場実習・校内実習  

10月31日 金 三者面談（３年)  ６組職場実習・校内実習  

11月１日 土          

２日 日   

３日 月 文化の日  

４日 火 三者面談（３年）  

５日 水 市教研 朝読書なし 

６日 木 専門委員会  

７日 金 評議委員会 朝読書なし 

８日 土   

９日 日   

10日 月 生徒会朝礼 安全指導  

11日 火         

12日 水 定期考査③(英語・数学・美術)  給食なし 

13日 木 定期考査③(理科・技術家庭・保健体育) 給食なし 

14日 金 定期考査③(国語・社会・音楽)  給食なし 

● 11月 19日(水)～21日(金) 職場体験(２年)＜期間中２年生の給食はありません＞ 

● 11月 21日(金) 校外学習(１年) 

● 11月 23日(日) ESAT-J YEAR3(３年) 試験会場は 10月下旬以降マイページで確認可能 

● 12月 1日(月)～12月9日(火)三者面談期間(1日のみ 5時間授業、他日は全学年午前授業 給食後下校) 

※学校での電話対応は7：45以降とさせていただいております。 

欠席連絡は「まなびポケット」をご活用ください。 

二中生の活躍 

【三者面談期間（３年）10/24～11/4】 

10/29～31・11/4は午前授業(給食後下校) 

 


